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1 自然をたいせつにし、美しいまちをつく
りましょう

きまりを守り、明るいまちをつくりまし
ょう

礼儀を正しくし、 うるおいのあるまちを
つくりましょう

元気で働き､豊かなまちをつくりましょう

思いやりのある、あたたかいまちをつく
りましょう
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が
た
の
ご
渭
福
と
、
ご
》

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

昭
和
砲
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
高
萩

市
議
会
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
謹
ん
で

新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
、
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

新
春
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
皆
さ
ま

が
た
の
ご
渭
福
と
、
ご
繁
栄
を
心
か
ら

輝
か
し
い
昭
和
砲
年
の
初
頭
に
あ
た
成
す
る
根
幹
と
な
る
べ
き
も
の
は
、
市

り
、
心
か
ら
新
春
の
お
喜
び
を
申
し
あ
民
ひ
と
り
ひ
と
り
の
意
識
の
高
掲
と
、

げ
ま
す
。
責
任
の
自
覚
に
あ
る
と
信
じ
、
あ
ら
ゆ

昨
年
は
、
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
を
お
る
機
会
を
通
じ
て
、
市
民
活
動
の
成
長

迎
え
し
て
第
”
回
全
国
植
樹
祭
が
開
催
を
期
待
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
最
近

さ
れ
た
の
を
は
じ
め
、
年
末
に
は
、
総
各
分
野
に
お
い
て
自
主
活
動
の
気
運
が

選
挙
が
行
な
わ
れ
る
な
ど
意
義
深
い
年
活
発
化
し
つ
つ
あ
る
こ
と
は
誠
に
喜
ぱ

で
あ
り
ま
し
た
。
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
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私
は
昨
年
型
月
定
例
市
議
会
に
お
い

て
、
は
か
ら
ず
も
議
長
の
要
職
に
つ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
更
、
そ
の
重

責
を
痛
感
し
、
新
た
な
決
意
を
も
っ
て

微
力
な
が
ら
も
円
滑
な
る
議
会
の
運
営

と
、
市
政
の
伸
展
を
期
し
て
、
誠
心
誠

意
懸
命
の
努
力
を
傾
注
し
て
参
る
所
存

政
の
伸
展
を
期
し
て
、
誠
心
誠

の
努
力
を
傾
注
し
て
参
る
所
存

で
幸
の
り高萩市議会議長 鈴木好之

激
動
す
る
経
済
社
会
の
中
に

露
あ
っ
て
、
多
く
の
先
人
に
よ
つ

木
て
築
か
れ
た
基
盤
を
も
と
に
、

鈴
市
民
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に
よ
つ

癖
蓉
跡
儘
郡
畔
稚
率
坤
幟
や
華
串

高
慶
の
い
た
り
に
存
じ
ま
す
。

私
は
、
民
主
主
義
社
会
を
形

’ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

今
後
の
一
層
の
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

高
萩
市
政
も
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
深
い
ご
理
解
と
、
あ
た
た

か
い
ご
協
力
に
よ
り
、
着
々
発

展
の
一
途
を
辿
っ
て
前
進
を
続

け
て
お
り
ま
す
こ
と
は
、
ご
同

慶
の
い
た
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

（
●
診
》

し
か
し
、
現
下
の
き
び
し
い
経
済
情
勢

の
中
で
の
市
政
運
営
に
つ
い
て
は
、
容

易
な
ら
ざ
る
局
面
を
む
か
え
、
懸
命
の

努
力
を
も
っ
て
難
局
打
開
に
取
組
む
決

意
を
痛
感
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

市
政
の
基
本
と
し
て
明
る
い
ま
ち
づ

く
り
を
主
眼
と
し
、
す
べ
て
の
施
策
に

対
処
し
、
生
活
環
境
の
整
備
、
公
害
防

止
対
策
、
衛
生
思
想
の
普
及
と
施
設
の

充
実
、
教
育
施
設
の
整
備
、
交
通
安
全

対
策
、
福
祉
の
充
実
な
ど
市
民
生
活
の

向
上
が
は
か
ら
れ
る
よ
う
努
力
を
重
ね

て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

松
久
保
工
業
団
地
、
手
綱
工
業
団
地

へ
の
進
出
企
業
も
順
調
な
活
動
を
つ
づ

け
て
お
り
ま
す
こ
と
は
心
強
い
限
り
で

あ
り
ま
す
。

青
年
に
よ
る
社
会
活
動
、
婦
人
に
よ

る
生
活
運
動
、
市
民
合
唱
団
そ
の
他
文

化
サ
ー
ク
ル
の
誕
生
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
推
進
等
、
昨
年
の
市
民
生
活
の

歩
み
の
中
に
も
大
き
な
力
争
の
盛
り
上
が

り
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

私
は
、
こ
の
よ
う
な
気
運
の
中
に
あ

っ
て
市
政
に
寄
せ
ら
れ
る
期
待
の
ま
す

ま
す
大
な
る
こ
と
を
思
い
、
あ
ら
た
め

て
責
任
の
重
大
さ
を
痛
感
す
る
も
の
が

あ
り
ま
す
。

本
年
も
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
も
い

う
べ
き
．
「
高
萩
市
総
合
振
興
計
画
」
の

諸
施
策
の
具
体
化
に
積
極
的
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
↑
高
萩
市
市
民
憲
章
の
精

神
を
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
、
市
民

の
承
な
さ
ま
と
と
も
に
力
強
く
前
進
い

た
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

へ
、

汐一

好

一

市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
執
行

部
と
も
ど
も
、
市
の
特
性
を
十
分
に
生

か
し
議
員
各
位
と
相
協
力
し
、
議
会
本

来
の
使
命
感
に
徹
し
て
参
り
た
い
上
思

い
ま
す
。

昭
和
兜
年
こ
そ
は
、
本
市
の
い
つ
そ

う
躍
進
の
年
と
し
て
市
政
全
般
に
わ
た
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広
溶
売
笑
に
巖
ナ
グ
｜
饗
式
を
伯
制

し
て
参
り
ま
す
の
で
、
な
に
と
ぞ
、
旧

に
倍
し
て
の
ご
指
導
ご
べ
ん
た
つ
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
限
り
な
き
ご
発
展
を
お
祈
り

由
‐
し
上
げ
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
“

地
方
自
治
体
を
め
ぐ
る
諸
情
勢
は
ま

こ
と
に
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
市
民
ひ
と
り
ひ
と

り
が
新
し
い
地
方
都
市
を
創
造
し
、
そ

こ
に
生
き
る
喜
び
を
追
求
し
な
が
ら
郷

土
愛
に
燃
え
て
進
む
と
き
、
砿
か
な
る

困
難
も
乗
り
越
え
て
、
真
の
住
民
自
治

の
理
念
に
立
脚
し
た
明
る
い
高
萩
の
未

来
が
開
か
れ
る
こ
と
を
信
じ
て
疑
い
ま

せ
ん
。新

年
の
は
じ
め
に
、
み
な
さ
ま
と
と

も
に
希
望
と
勇
気
を
も
っ
て
出
発
す
る

こ
と
を
誓
う
と
と
も
に
、
本
年
も
市
政

発
展
の
た
め
、
な
お
一
層
の
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

市
民
各
位
の
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し

あ
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。

第
４
回
、
定
例
市
議
会
は
、
皿
月
晦

日
か
ら
型
日
ま
で
の
加
日
間
の
会
期
で

開
か
れ
、
上
程
さ
れ
た
報
告
５
件
、
議

案
型
作
は
い
ず
れ
も
可
決
、
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

議
長
に
鈴
木
好
之
氏

副
議
長
は
北
畠
暢
男
氏

正
、
副
議
長
の
改
選
が
あ
り
議
長
に

は
、
鈴
木
好
之
氏
、
副
議
長
に
は
北
畠

暢
男
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ
ま
し
た
。

市
監
査
委
員
に
神
長
新
一
氏

大
都
直
光
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い

新
た
に
神
長
新
一
さ
ん
Ⅱ
島
名
１
３
９

４
が
市
監
査
委
員
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

農
業
共
済
事
業
運
営
協
議
会
委
員
選
任

沼
田
武
美
（
秋
山
）
、
郷
土
行
男

（
上
手
綱
）
、
鈴
木
広
次
（
上
君
田
）

宇
佐
美
喜
平
（
秋
山
）
、
渡
辺
栄
八

（
赤
浜
）
、
小
島
英
雄
（
上
手
綱
）
、

弓
野
仁
（
秋
山
）
、
根
本
栄
（
島
名
）

篠
原
新
一
郎
（
下
手
綱
）
、
佐
川
安
応

（
大
能
）

陳
情
・
請
願
報
告

採
択
（
請
願
）
市
道
の
拡
幅
、
道
路
舗

装
及
び
側
溝
設
置
、
水
路
の
改
修
、
秋

山
地
区
水
泳
プ
ー
ル
の
建
設
、
東
幼
稚

園
保
育
室
の
増
設
、
秋
山
幼
稚
園
の
ピ

ア
ノ
の
購
入
、
松
岡
幼
稚
園
独
立
園
舎

の
建
設
、
松
ヶ
丘
保
育
園
設
備
費
の
補

助
金
交
付
、
学
校
保
健
の
強
化
充
実
並

び
に
学
校
薬
剤
師
の
待
遇
改
善

（
継
続
審
査
）
児
童
館
建
設
に
関
す
る

請
願
、
赤
浜
海
岸
工
場
排
水
反
対
に
関

す
る
陳
情

一
第
４
回
（
吃
月
）
定
例
会
一

国

淵
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口
、
、
》

母
子
家
庭
医
療
費
の
ら１力

受
け
方
が
変
り
ま
す
日１

⑬
制
度
健
所
得
制
限
に
月１

１
月
１
日
か
ら
母
子
家
庭
の
方
が
病
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

院
な
ど
で
診
療
を
受
け
る
と
き
に
、
窓
な
お
、
②
と
③
は
当
係
で
交
付
し
て

口
で
現
金
を
支
払
う
必
要
が
な
く
な
り
い
ま
す
。
ま
だ
受
け
取
っ
て
い
な
い
方

ま
し
た
。
（
健
康
保
険
の
き
か
な
い
も
や
母
子
家
庭
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る

の
：
健
康
診
断
や
整
形
手
術
な
ど
…
は
方
は
、
当
係
ま
で
健
康
保
険
証
と
、
印

自
己
負
担
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
）
か
ん
を
お
持
ち
の
上
、
手
続
き
を
し
て

病
院
の
窓
口
へ
は
く
だ
さ
い
。

①
健
康
保
険
証

⑬
制
度
に
所
得
制
限
が

②
⑬
受
給
者
証

で
き
ま
し
た

③
⑬
請
求
書

１
月
１
日
か
ら
、
乳
児
・
重
度
心
身

jr

q鰯曹

窪藷

鐙

？" 麹燕魅

初春の頌
昭和52年の新らたな

年のはじめに 、吾がまちの

豊かな躍進を、寿ぎまつる。
× ×
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絵と文 伊藤龍馬
》一ユさ壱一一一一一一一一一一』一一一一、 一一一一一一二一一一》一一一一二 一一一

お
と
し
よ
り
の
居
室
の

増
改
築
に
貸
付
を

帥
歳
以
上
の
方
と
同
居
し
て
お
り
、

お
と
し
よ
り
の
た
め
の
専
用
居
室
を
増

築
ま
た
は
、
改
築
す
る
の
に
必
要
な
経

費
の
貸
付
を
行
な
い
、
お
と
し
よ
り
と

家
族
と
の
好
ま
し
い
家
族
関
係
を
も
つ

た
め
の
制
度
と
し
て
、
老
人
居
室
整
備

の
資
金
貸
付
制
度
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
貸
付
の
対
象
と
な
る
方
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

○
市
内
に
居
住
し
、
親
族
で
あ
る
お
と

し
よ
り
と
同
居
す
る
方
で
、
お
と
し

よ
り
の
専
用
居
室
を
必
要
と
し
自
力

で
整
備
を
行
な
う
こ
と
が
困
難
な
方

○
自
分
所
有
の
住
宅
、
ま
た
は
、
直
系

尊
卑
属
、
ま
た
は
配
偶
者
が
所
有
し

か
つ
居
住
す
る
住
宅
で
あ
る
こ
と

○
貸
付
限
度
額
は
１
件
に
つ
き

７
２
０
，
０
０
０
円

（
貸
付
予
定
数
４
件
）

○
償
還
期
限
は
加
年
以
内

ご
希
望
の
方
は
、
１
月
末
日
ま
で
に

市
福
祉
事
務
所
社
会
係
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

（
露
③
２
１
１
１
内
線
２
８
５
）

障
害
者
、
老
人
な
ど
で
新
た
に
受
給
資

格
が
得
ら
れ
る
人
に
は
、
所
得
制
限
の

制
度
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

く
わ
し
い
こ
と
や
、
わ
か
ら
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
当
係
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。保

険
年
金
課
医
療
福
祉
係

鱈
③
２
１
１
１

内
線
２
２
５

’

〆〃／

史
甸
」

／〃〃ノノ ノ〃

″
、

帳
一
薑
．

／
９称

藝

厳
鐸
・

ノノ

》
＃

寺
志

里
釧
９
法

／〃
込
已
▽

妙
文

へ
砂
肪
俵
⑯
浜赤

／／〃／

〃
永
正
元
年
（
一
五
○
五
）
に
二
十
二

》
名
の
死
者
が
象
え
る
が
、
飢
謹
に
よ
る

〃

必
も
の
ら
し
い
。
翌
年
に
は
実
に
四
十
一

／

〃
名
の
死
者
が
で
て
い
る
。
永
正
二
年

ノノ

抄
（
一
五
○
六
）
、
佐
竹
氏
は
山
入
の
残

〃

〃
党
を
討
伐
し
て
綱
紀
を
粛
正
し
、
翌
年

／／

〃
に
は
白
河
結
城
の
内
紛
に
乗
じ
て
旧
領

”
を
獲
得
す
る
と
い
う
動
乱
の
年
な
の
で

／

砂
戦
乱
に
よ
る
死
者
も
あ
っ
た
ろ
う
。

〃

勿
永
禄
元
年
（
一
五
五
八
）
に
十
四
名

ノ

和
の
死
者
が
あ
る
。
こ
の
年
も
大
旱
ば
つ

ノグ

必
だ
っ
た
の
で
、
飢
鰹
と
関
係
が
あ
ろ
う

で
氷
禄
三
年
（
一
五
六
○
）
に
四
十
名
の

／

唖
死
者
が
あ
る
。
こ
の
年
の
死
者
は
、
十

／

”
月
二
十
日
前
後
と
、
十
二
月
二
十
日
前

〃ノ

ル
後
に
武
士
ら
し
き
者
の
死
亡
者
が
多
く

〃
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
戦
乱
に
よ
る
戦

〃

》
死
者
で
あ
ろ
う
か
。
ち
ょ
う
ど
こ
の
年

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
べ
べ
、
、
、
、
、
、
、
ゞ
、
、
、
ぺ
べ
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
べ
べ
、
ぺ
ぺ
、
、
、

善
意
あ
り
／
が
と
う

○
日
本
加
工
製
紙
高
萩
工
場
Ｎ
Ｋ
ブ
ル

ー
ス
タ
ー
ズ

福
祉
の
た
．
め
に
３
５
，
０
０
０
円

寄
贈

○
東
京
電
力
日
立
営
業
所
高
萩
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
湯
飲
茶
わ
ん
別
個

－－

の
七
月
に
佐
竹
義
明
ら
が
作
戦
を
お
こ

し
て
結
城
晴
朝
を
攻
撃
し
て
い
る
の
で

そ
の
犠
牲
者
と
思
わ
れ
る
。
永
禄
五
年

八
月
、
相
馬
盛
胤
が
兵
を
率
い
て
多
珂

庄
に
侵
入
し
、
大
沼
（
日
立
市
）
に
せ

ま
り
激
戦
が
展
開
さ
れ
た
。
永
禄
七
年

（
一
五
六
四
）
に
も
岩
城
勢
の
侵
入
が

あ
り
、
高
萩
地
方
も
戦
場
と
な
っ
た
ら

し
く
、
過
去
帳
に
は
「
い
し
た
き
藤
三

郎
岩
城
よ
り
御
動
き
あ
り
て
打
た
れ
る

な
り
」
と
み
え
る
。
し
た
が
っ
て
前
年

の
十
八
名
の
死
者
や
、
そ
の
な
か
で
、

「
門
前
三
郎
四
郎
上
意
に
て
切
ら
れ
る

な
り
」
な
ど
は
、
当
時
の
物
情
騒
然
た

る
有
様
を
物
語
っ
て
い
る
。

慶
長
六
年
（
一
六
○
二
に
十
九
名

の
死
者
が
あ
る
。
こ
の
年
の
死
者
は
九

月
か
ら
十
二
月
に
か
け
て
の
死
者
が
、

ほ
と
ん
ど
な
の
で
悪
質
の
風
邪
に
よ
る

も
の
で
あ
ろ
う
。
元
和
三
年
（
一
六
一

七
）
の
死
者
は
七
名
で
あ
る
が
、
こ
の

年
は
ほ
う
そ
う
が
流
行
し
、
二
才
か
ら

九
才
に
か
け
て
の
幼
児
の
死
者
が
大
半

で
あ
る
。

寛
永
二
十
年
（
一
六
四
三
）
に
二
十

一
名
の
死
者
か
あ
る
が
、
老
衰
．
出
産

に
よ
る
も
の
、
水
難
死
が
お
も
で
あ
る

『
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
黄
、

補装具・補聴器の

巡回相談

1月28日補聴器と

補装具

2月25日補装具のみ

3月25日補装具の象

いずれも北茨城市青年

研修所

一
一
戸
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一
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’
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一
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一
一
一
二
一
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一
二
一
一
二
一
一
二
一
一
二
一
一
二
一
一
二
一
一
一
二
一
一
一
二
一
一
一
一
一
二
一

Ｉ
‐
Ｉ
１
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｉ
Ｉ
ｉ
ｉ

１
１
‐
‐
１
１
！
仕
事
が
ほ
と
ん
ど
で
、
児
童
の
保
育
が
〃
３
歳
以
上
児
妃
人

保
育
所
入
所
の
募
集

で
き
な
い
場
合
、
た
だ
し
父
親
が
そ
の
○
松
ヶ
丘
保
育
園
３
歳
未
満
児
蝿
人

４
Ⅱ
１
１
Ｒ
６
１
１
ｈ
ｌ
ｌ
ｌ
Ⅱ
０
１
０
１
１
８
Ⅱ
１

１
Ⅱ
Ｉ
ｌ
Ｆ
Ｌ
ｈ
１
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
４
１

Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
１
１
１
１
１
１

ｒ
１
０
ｈ
Ｉ
ｆ

今
春
、
４
月
か
ら
の
保
育
所
入
所
児
仕
事
に
従
事
し
て
い
て
そ
の
使
用
人
が
〃
３
歳
以
上
児
哩
人

哩
月
皿
日
秋
山
小
の
校
庭
で
交
通
安

全
教
室
が
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
教
室

は
小
１
１
６
年
生
を
対
象
に
自
転
車
の

乗
り
方
や
正
し
い
歩
行
・
を
身
に
つ
け
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
開
か
れ
た
も
の
で

７
０
０
名
の
全
生
徒
が
参
加
し
ま
し
た

童
の
受
付
を
１
月
鋤
日
か
ら
１
月
証
日
い
る
場
合
は
除
か
れ
ま
す
。
例
母
親
が

二
、
哩
一
／
し
『
Ｈ
－
ｊ
分
刈
ｌ
』
〃

１
ノ
ｒ
〃
＆
Ｉ
可
ノ

Ｊざ□ｑ

新
入
学
児
の

Ｊ

ま
で
行
な
い
ま
す
。
市
内
に
住
ん
で
い
い
な
い
家
庭
（
死
亡
な
ど
）
㈲
母
親
が

健
康
診
断
は
忘
れ
ず
に

る
方
で
入
所
希
望
の
方
は
、
市
福
祉
事
病
気
や
心
身
に
障
害
が
あ
る
場
合
。
㈱

務
所
社
会
係
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
母
親
が
家
庭
内
で
病
人
や
心
身
に
障
害

来
春
四
月
、
小
学
校
へ
入
学
す
る
お

今
回
よ
り
松
ケ
丘
保
育
園
（
下
手
綱
の
あ
る
人
が
い
る
た
め
看
護
し
て
い
る
子
さ
ん
の
健
康
診
断
を
次
の
日
程
に
よ

永
田
前
）
の
新
設
に
よ
り
措
置
児
童
も
場
合
。
門
火
災
や
風
水
害
な
ど
の
被
害
り
各
小
学
校
で
行
な
い
ま
す
。

増
員
さ
れ
ま
す
。
を
受
け
た
家
庭
で
、
そ
の
復
旧
の
間
。
日
程

入
所
の
基
準
と
な
る
の
は
、
次
の
い
上
君
田
小
１
月
お
日
午
後
１
時
訓
分

募
集
人
員

ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
で
、
家
庭
内
で
○
高
萩
保
育
所
３
歳
以
上
児
帥
人
下
君
田
小
１
月
昭
日
午
後
１
時
別
分

母
親
以
外
の
人
が
、
児
童
の
保
育
が
で
○
秋
山
保
育
所
３
歳
未
満
児
６
人
横
川
小
．
１
月
喝
日
午
後
２
時

き
る
場
合
は
除
か
れ
ま
す
。
（
ｍ
ｌ
㈱
）
３
歳
以
上
児
“
人
東
小
１
月
鴫
日
午
後
１
時

″

㈹
母
親
が
、
昼
間
家
庭
外
で
仕
事
を
す
○
同
仁
東
保
育
園
３
歳
未
満
児
超
人
松
岡
小
１
月
的
日
午
後
１
時

る
こ
と
が
普
通
で
、
児
童
の
保
育
が
で
〃
３
歳
以
上
児
頑
人
秋
山
小
１
月
型
日
午
後
１
時

き
な
い
場
合
、
㈲
母
親
が
家
庭
内
で
の
○
聖
徳
保
育
詞
ｊ
歳
未
満
児
肥
人
高
萩
小
１
月
妬
日
午
後
１
時

一
）

謹口墓議JHJig

I総鱗畿主舞獄蕊

哩
月
廻
日
恒
例
の
「
第
妬
回
市
民
駅

伝
大
会
」
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
十
王

町
か
ら
の
参
加
チ
ー
ム
も
加
え
”
チ
ー

ム
が
熱
戦
を
く
り
ひ
ろ
げ
ま
し
た
。

ミ
ニ
・
カ
メ
ラ

蕊謹騨蕪鐸君 詮 ｡ L T
職』…壷 虫益審誌､;E

い

￥

口
哩
月
四
日
高
浜
グ
ラ
ン
ド
で
消
火
実

演
訓
練
が
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
訓
練

は
市
消
防
署
の
協
力
を
え
、
高
浜
町
商

店
会
が
開
い
た
も
の
で
約
２
０
０
人
の

参
加
が
あ
り
消
火
法
を
身
に
つ
け
ま
し

た
。

「
市
民
登
場
」
は
休
み
ま
す

熱
鍜
惚
塀

些
蕊

一
一

だ
卵
に
も
な
ら
な
い
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

人
間
ら
し
い
も
の
が
地
球
上
に
現
わ

れ
た
の
は
、
四
万
年
前
、
旧
石
器
時
代

が
三
万
年
前
だ
か
ら
、
神
代
の
時
代
は

せ
い
ぜ
い
一
万
年
か
ら
三
千
年
前
と
考

え
ら
れ
る
。

あ
の
尾
根
、
あ
の
谷
や
何
回
か
く
ぐ

り
抜
け
、
植
生
や
大
木
を
調
べ
て
ゑ
た

最
高
は
カ
シ
類
で
５
．
２
蝿
松
が
４
．

．
，
〃
、
ブ
ナ
や
ヤ
ン
ャ
プ
シ
ま
３
．
０

Ｆ
ト
ミ
砂
晶
・
“
一
ず
ｑ
》
・
・
』
‐
Ｊ
１

加
前
後
で
ず
っ
と
後
世
に
な
る
。
八
幡

花
貫
ダ
ム
と
自
然

Ｉ
（
枢
）
Ｉ

凸
■
■
届
■
■
■

吋

‐
Ⅱ
１
０
０
旧
ｌ
旧
担

騨
騨
撰
錨

町．

『

Ｔ

勇

寺

帥

眺

課

か

エ

ロ

能

上二日學 強 日笠 ･群閉

麓 弾 i 職悪L鰯
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懲耀醗難認

イ
ザ
ナ
ギ
、
イ
ザ
ナ

ミ
の
二
神
に
よ
っ
て
生

ま
れ
た
大
山
津
見
の
神

は
、
山
の
神
と
し
て
山

の
す
べ
て
の
こ
と
を
つ

か
さ
ど
っ
て
い
た
。
遠

い
遠
い
神
代
の
こ
と
で

あ
る
が
、
ダ
ム
サ
イ
ド

に
立
っ
て
大
自
然
の
造

物
主
を
考
え
て
み
た
。

花
貫
渓
谷
が
出
来
あ

が
っ
た
の
は
、
地
質
時

代
と
い
っ
て
人
間
が
ま

宮
の
爺
杉
が
樹
齢
約
一
千
年
だ
か
ら
、

花
貫
溪
谷
の
も
の
は
割
増
付
に
し
て
も

四
百
年
’
五
百
年
で
あ
る
。

で
も
暖
い
所
の
岩
場
に
へ
ば
り
つ
い

て
い
る
シ
ダ
類
に
は
何
十
万
年
か
前
か

ら
こ
こ
に
生
を
受
け
て
い
る
と
し
か
考

え
ら
れ
な
い
も
の
が
生
え
て
い
る
。

す
る
と
、
二
百
’
三
百
年
前
の
こ
ろ

山
火
事
で
も
あ
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
枯
れ

て
し
ま
っ
た
が
、
現
在
残
っ
て
い
る
大

木
や
一
部
の
シ
ダ
類
は
そ
の
と
き
幸
い

に
も
生
き
の
び
た
も
の
で
、
あ
の
あ
た

り
一
面
が
生
え
や
す
い
ア
カ
マ
ッ
に
な

っ
た
。
そ
の
間
に
、
や
っ
と
芽
を
出
し

た
カ
シ
類
や
ヤ
マ
ザ
ク
ヲ
、
カ
エ
デ
類

が
何
年
か
た
つ
う
ち
に
生
長
し
て
空
を

占
領
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
た
め
松
の

木
は
枯
れ
他
の
木
女
は
生
長
し
に
く
い

頂
上
や
尾
根
す
じ
に
だ
け
残
っ
て
い
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

あ
の
自
然
林
は
、
全
く
か
け
が
え
の

な
い
、
高
萩
市
だ
け
で
は
な
い
人
の
世

の
尊
い
大
き
な
文
化
財
だ
。
（
自
然
を

愛
す
る
友
の
会
）

(G)

尾根だけに残る赤松の大木

凸 。

＝､ニミー ー 〆


